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　9月に入ると秋サケ漁が始まる。いよいよ石狩鍋
のシーズン到来だ！　石狩鍋奉行の私も頑張って宣
伝をしなければ…ということで出陣式よろしく「あき味
の会」会長の中田雅民さんへごあいさつに伺った。
　「あき味の会」は、平成19年に地元飲食店を中心
に、石狩鍋発祥の地でもっと石狩鍋をＰＲしようと結
成された会。その本場の味について中田会長は
「100年続く老舗の味もあれば、今風の味もある。ぜ
ひ、それぞれの店の隠し味も探りながら食べてもらえ
れば」と話す。市民の皆さんにもぜひ、同会が提供す
る本場の味を食べてもらいたい。
　今回、私は初めて中田会長の「宝寿し」で石狩鍋を
いただいた。そして確かに、同じ鍋でもこの店ならでは
の味を感じることができた。仕込みも見せてもらったが、
さすがにすごい。サケを余すところなく使う。内臓はもち
ろん、頭や骨まで徹底的に。そういうこだわりが、おいし
さを生むのに違いない。このおいしさを私はもっといろ
んなところへ出向いてＰＲしなければ！ と決意した。
　9月15日は「石狩鍋の日」。その日から４日間、同会

では石狩鍋が割引になったり、地場産品が当たる抽選
もあるとのこと。ぜひ行ってみるべし！

（石狩観光協会職員　蝦名ひとみ）
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収
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縄
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。
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●本場の石狩鍋が味わえる「あき味の会」のお店
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※お店によっては石狩鍋の提供時期を限定しています。あらかじめ確認願います

あっぱれな
石狩鍋じゃ！

食いに行こう

▼「あき味の会」のお店はこの〝のぼり〞が目印です！▼9月15日～18日はプロが作る石狩鍋を堪能しよう！




